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　家庭はすべての教育の出発点であり、子どもが最も身近に接する社会です。子どもが家庭

で様々なことを学び成長していく中で「家庭教育」は重要な役割を果たしています。生涯学

習振興課では、皆さんの子育て（家庭教育）を応援する為に、次のような取り組みを行って

います。ぜひ、ご活用ください。お問い合わせは、生涯学習振興課 481-0309へ

　ご希望に応じて２講座を開催しています。

団体やグループでお申し込み下さい。

■ 子育てサロン～学童期・思春期におけるハ

ッピー子育て～

　小中学生の子育て（孫育て）について、お

互いに悩みを話し合ったり、情報交換や家庭

教育指導員の話を聞くなど、子育てを楽しむ

ヒントが見つかる講座です。

■ ザガズー広場～幼児期におけるハッピー子

育て～

　幼児期の子育て（孫育て）について、悩み事を

話し合ったり、情報交換や家庭教育指導員に

よる絵本の読み聞かせを体験したりして、ホッ

と一息、子育てがもっと楽しくなる講座です。

家庭教育講演会・家庭教育講座

　毎年、子育ての専門家を講師に招き、子ど

もの発達に合わせたテーマで開催。

■ 第１回家庭教育講演会（７月）思春期の謎！

～大人が知っておくこと・できること～

　心身が著しく成長する思春期について具体

的な説明を交え講演を開催しました。

■ 第２回家庭教育講演会（11月）子どもの「レ

ジリエンス」力（不安に向き合う力）を育

てるために～子ども理解とつながりと～

　一人ひとりの発達（成長）を理解し子ども

のありのままを受容することや、子どもへの

対応の仕方などの講演を開催しました。

■ 家庭教育講座（８月）親子で楽しもう！音楽

人形劇とワークショップ

　音楽人形劇を鑑賞したり、親子で作った指

人形を操ったりして楽しみました。

　今後もお役に立てる内容で開催します。

家庭教育に関する情報発信

■家庭教育だより（年度当初発行）

　年度始めに、家庭教育について、家庭での

取り組み方などをお知らせして、皆さんの子

育てをサポートしています。

■家庭教育通信（WEBで年に数回発信）

　家庭教育講演会や家庭教育講座のお知らせ

や報告など、子育てに関する情報を年に数回

お届けします。

　その他市ホームページでも、生涯学習振興

課の家庭教育に関する情報（講演会や講座の

お知らせの他、「家庭教育だより」や「家庭

教育通信」など）を掲載していま

す。右のコードから見られます。

ぜひ、ご家庭での教育にお役立て

ください。

まちづくりふれあい講座

（八千代市職員出前講座）

皆さんの皆さんの「「家庭教育家庭教育」」を応援していますを応援しています

　八千代商工会議所と八千代市では、市のイ

メージアップにつながる製品などを募集し、

「やっちブランドセレクション」として認定

しています。

2023年度は、工業製品・民芸品を募集し、「や

っちブランドセレクション2023」として６品

を認定しました。その中から、市民投票およ

び認定委員会による審査の結果、ecomotto

（エコモット）がグランプリに輝きました。

　エコモットは、ポリエチレン製袋メーカー

である鈴木特殊化工㈱が誇る「貼り合わせ技

術」から生まれた、花・野菜・ハーブなどの

栽培に最適なプランターで、環境にも配慮し

たとてもエコな商品です。軽くて丈夫でよ

く育つので手軽に家庭菜園や園芸を楽しめ

ます。

　 そ の 他 に、

Meta l sm i t h 

iiji（メタルスミ

スイイジ）の一

輪一輪心を込め

て制作した金属

製のバラ「メ

タルローズ」、

Fleur de saisons（フルールドセゾン）の「八

千代市の花バラを使用したアーティフィシャ

ルフラワーの花時計」、パール楽器製造㈱の

銀製頭部管フルート「Dolce Primo（ドルチ

ェ プリモ）」、工房＆ shop つちのわの自然

やバラをデザインしたお皿「野

ばら」、みかど建設㈱の廃棄さ

れる木材を加工した「丸太の木

皿」がやっちブランドセレクシ

ョン認定品に選ばれました。認

定品の目印はやっちのシールで

す。詳細は、右のコードから八

千代商工会議所ホームページ

へ。お問い合わせは、同会議所

483-1771へ。▲エコモットを使った鉢植え

やっちブランドセレクション2023グランプリが決定しましたやっちブランドセレクション2023グランプリが決定しました
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市ホームページで資料などを公表しています お問い合わせ
　決算の概要、年度ごとの予算の概要や編成過程、各種分析資料などを市

ホームページで公表しています。

　一般・特別会計については、トップページから「市政情報」→「財政・

会計」へ、公営企業会計については、トップページから「八千代市上下水

道局」→「上水道（または下水道）」へ。

●一般・特別会計に関すること

　　財政課 （487）5112へ

●公営企業会計に関すること

　　上下水道局経営企画課 （483）6572へ

　公営企業会計は、経営に要する費用を料金などの事業収益で賄うもので、水道事業と公共

下水道事業が対象となります。内訳は、当該年度の経営活動に伴う収支である収益的収支と

施設の建設や改良などのための収支である資本的収支に分かれます。

水道事業会計

　資本的収入額が資本的支出額に対して不足

する額15億7,388万円は、損益勘定留保資金

などで補てんしました。

〔収支〕 　 　※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
46億1,236万円

(1.1％増)
37億6,346万円

(4.4％増)

資本的収支
14億3,470万円
(92.6％増)

30億858万円
(9.9％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
404億3,447万円

(1.7％増)
固定負債

130億7,089万円
(2.5％増)

流動資産
36億1,690万円
(12.2％増)

流動負債
10億4,973万円

(2.8％増)

繰延収益
100億9,025万円

(0.7％増)

負債合計
242億1,087万円

(1.7％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
169億7,095万円

(4.4％増)

剰 余 金
28億6,955万円

(1.1％減)

資本合計
198億4,050万円

(3.6％増)

資産合計
440億5,137万円

(2.5％増)
負債・資本
合　　 計

440億5,137万円
(2.5％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
400億3,420万円

(3.8％増)
固定負債

78億462万円
(7.1％増)

流動資産
20億9,948万円
(12.3％増)

流動負債
7億5,174万円
(2.1％減)

繰延収益
199億6,050万円

(5.1％増)

負債合計
285億1,686万円

(5.4％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
126億7,793万円

(1.8％増)

剰 余 金
9億3,889万円
(0.2％減)

資本合計
136億1,682万円

(1.7％増)

資産合計
421億3,368万円

(4.2％増)
負債・資本
合　　 計

421億3,368万円
(4.2％増)

公共下水道事業会計

　資本的収入額（翌年度へ繰越される支出の

財源充当額4,565万円を除く。）が資本的支出

額に対して不足する額９億9,511万円は、損

益勘定留保資金などで補てんしました。

〔収支〕 ※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
37億3,972万円
(2.7％増)

34億5,624万円
(2.3％減)

資本的収支
23億6,107万円
(371.4％増)

33億1,053万円
(152.8％増)

公営企業会計八千代市財政運営の

基本的計画の取組状況

　近年の財政状況を踏まえ、平成28年２月に

策定した八千代市財政運営の基本的計画を３

年３月に改訂しました。10年度までの中長期

財政収支見通しを基に、健全な財政運営の推

進に向けた財政目標値を設定しています。

　３年度決算を終えての現状と、６年度の中

間目標値及び10年度の最終目標値は下の表の

とおりです。中長期財政収支見通しは、年２

回見直しと、市民への公表を行うほか、予算

編成の基礎資料などに活用しています。

特別会計

　市には、４つの特別会計があり、保険料や

使用料などの特定の収入がある事業ごとに会

計を設け、一般会計と分けて経理することで、

収支をはっきりさせているものです。

区　分
歳入

（対前年度比）
歳出

（対前年度比）

⑴国民健康

　保険事業

160億3,059万円

（2.5％増）

156億1,607万円

（1.5％増）

⑵介護保険

　事業

136億634万円

（4.5％増）

133億1,992万円

（4.9％増）

⑶墓地事業
4,216万円

（12.7％増）

4,206万円

（12.6％増）

⑷後期高齢者

　医療

26億7,832万円

（1.4％減）

26億6,434万円

（1.5％減）

合　計
323億5,741万円

（3.0％増）

316億4,239万円

（2.7％増）

〔財政運営の基本的計画における取組状況〕

財政指標
令和10年度末
最終目標値

令和６年度
中間目標値

令和３年度
決算値

経常

収支比率
93.0%以下 94.9%以下 92.2%

公債費

負担比率
13.0%以下 14.0%以下 13.0%

財政調整

基金残高

標準財政規模の
10.0%以上
（約33.6億円）

11.1%
（約40.9億円）

市債残高 400億円以下 450億円以下 約450億円

〔損益計算書〕

【収益の部】42億3,558万円

※税抜額

【費用の部】35億5,323万円

営業外収益（納付金など）7億5,955万円

〔損益計算書〕

【収益の部】34億7,660万円

※税抜額

営業収益（水道料金など）

34億7,603万円

営業収益（下水道使用料など）

26億2,791万円

【費用の部】33億2,017万円

営業費用（減価償却費、

受水費、委託料、動力費、

人件費など）33億6,974万円

営業費用（減価償却費、

流域下水道維持管理費負担金、

委託料、人件費など）31億8,426万円

営業外収益（長期前受金戻入など）7億6,546万円

特別利益（過年度損益修正益）8,323万円

営業外費用（支払利息など）1億8,349万円 営業外費用（支払利息など）1億3,591万円

純利益　6億8,235万円 純利益　1億5,643万円


